
相談・判定から医療、職能訓練、社会復帰まで、一貫した総合的なリハビリテーションサービスを提供

病院
病床数１２０床

施設
入所定員 ９０人
自立訓練 ６０人
就労移行支援 ３０人
就労定着支援
短期入所 ２人

更生相談所
身障・知的

在宅

○脊髄損傷患者、神経難病患
者、高次脳機能障害者に対
するリハビリテーションの
提供

○障害者に対する補装具等の
相談・支援、身体障害者手
帳・療育手帳の交付など

○退院後、地域で自立した生
活ができるよう自立訓練、
就労移行支援などの障害福
祉サービスの提供

情勢の変化を踏まえた課題の検討

病院部門の在り方検討
県の行政機関として効率的な
運営に努める

施設部門の在り方検討

現在のリハセンの機能について
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リハセン施設部門の現状について

１ 施設入所支援

○ 利用対象者

・肢体不自由者、視覚障害者、高次脳機能障害者、知的障害者

○ 利用状況（Ｒ２）

・１日平均利用者数（入所定員９０人）

○ 利用期間

・最長２年 （退所者の平均入所期間 ４００日）

○ 居室
・４人部屋 １９室 （１人当たり面積 ７．８㎡）
・２人部屋 ７室 （１人当たり面積 ８．６㎡）

※障害者総合支援法の１人当たり面積の基準 ９．９㎡

○ 主な設備
・大浴場（男２、女１）、中浴場（男１、女１）

機械浴（チェア浴、ストレッチャー浴）設備なし
・共同トイレ 各階 男１、女１ （令和３年度 改修済）
・空調設備（集中方式）、蛍光灯照明、Wifi（居室内なし）

○ 利用者の市町村別状況

【利用者からの要望】
・障害があって家族の介護だけでは自宅療養が困難。自宅のバリア

フリー設備等が整っていない。入所による訓練を受けたい。

・相部屋は、人のいびきや独り言が気になる。貴重品の管理が心配。
手術跡を他人に見られたくない。

・コロナ等で家族が面会に来れないときでもスマホで会いたい。

上尾市 さいたま市 川越市 その他

機能（肢体） ０人 ８人 １人
３３人

（秩父市など）

機能（視覚） １人 １人 ０人 ０人

就労移行 ０人 １人 １人
３人

（羽生市など）

計
１人

(2.0%)
１０人

（20.4%）
２人
(4.0%)

３６人
(75.6%)

２

Ｈ２１ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２
施設入所者 ４７人 ３０人 ２９人 ２７人 ２９人 ２２人

利用率 52.7% 33.2% 32.2% 30.3% 31.8% 23.9%

○ 職員数

・２８人（常勤１４人、会計１４人）

短期入所

・対象 ：肢体不自由者
・定員 ：２人
・利用者数：９人（Ｒ元年度 ４６２人）



２ 自立訓練・就労移行支援①

○ 利用状況（Ｒ２）

・定員 ３０人

・１日平均利用者数 １９人 （Ｒ元年度 ２３人）

（月平均契約者数 ２０人）

○ 職員数

・理学療法士 ２人 ・作業療法士 １．５人

○ 利用状況（Ｒ２）

・定員 ２０人

・１日平均利用者数 ９人 （Ｒ元年度 １５人）

（月平均契約者数 １８人）

○ 職員数

・作業療法士 ３．５人

機能訓練（肢体不自由者）

○ 利用状況（Ｒ２）

・定員 １０人

・１日平均利用者数 ６人 （Ｒ元年度 ７人）

（月平均契約者数 １８人）

○ 訪問訓練（アウトリーチ）

・５人（３か月コース（１０回訪問））【Ｒ２実績】

○ 職員数

・歩行訓練士 ４人 ・感覚訓練士 １人

機能訓練（視覚障害者）

生活訓練（高次脳機能障害者）

就労移行支援（肢体、高次脳、知的）

○ 利用状況（Ｒ２）

・定員 ３０人

・１日平均利用者数 ２０人 （Ｒ元年度 ２４人）

（月平均契約者数 ２９人）

○ 職員数

・職業指導員 ６人

・このほか非常勤（講師等）７人

３
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○ 市町村別の利用者の状況（Ｒ２）

上尾市 さいたま市 川越市 その他

機能訓練（肢体）
※入所者のみが利用

０人 ８人 １人
３３人

（秩父市、三郷市、上里町など）

機能訓練（視覚） ２人 １０人 １人
１２人

（熊谷市、吉川市、伊奈町など）

訪問訓練（視覚） ０人 ０人 １人
４人

（川口市、桶川市、越谷市、蓮田市）

生活訓練 ７人 １３人 ２人
１６人

（ふじみ野市、春日部市、宮代町など）

就労移行 ５人 ２０人 ５人
２４人

（川口市、羽生市、久喜市など）

計
１４人

（９％）
５１人

（３１％）
１０人

（６％）
８９人

（５４％）

４
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２ 自立訓練・就労移行支援②



３ 地域支援

○ 高次脳機能障害者支援センターに総合相談窓口
を設置

・相談件数 ５，４６６件

○ 協力医療機関に相談窓口を設置

・西部地域：医療法人真正会 霞ヶ関南病院

・東部地域：医療法人光仁会 春日部厚生病院

相談支援アウトリーチ（関係機関向け）

○ 視覚障害者支援者向け研修（出前講座）

・社会福祉協議会１回、県眼科医会１回【Ｒ３実績】

○ 高次脳機能障害者支援者向け研修（動画配信）

・医療関係者

・市町村・相談支援事業者

○ 高次脳機能障害者の就労支援（訪問・来所支援）

・就労移行支援事業所等８回【Ｒ３実績】

・企業３４回【Ｒ３実績】

リハセン施設部門の現状について
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